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脱的な行動、その「動機」に着目した研究である。   
 具体的な作業として、（１）動機探求の社会学の端緒ともされる Weber の社会理論を
はじめとして、 Schutz、 Mills、 Winch、 Lyle、 Coulter といった論者がその議論のなか
で「動機」概念をいかに定義し、使用しているのかを再考した。  
 次に、我々が他者の行為の「動機」を語るとはいかなる事態であるのかをより具体的




〔      動機     〕 〔    他者理解 〕 〔    子どもの事件 〕 
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